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運営にあたっての取り組み方 

・執行体制 

駐車場運営企業である当共同事業体が連携し、 

各々の強み・専門知識を活かした安定的な駐車 

場運営を行いました。 

当共同事業体は、駐車場の管理運営上必要な 

業務に特化且つ内製化したグループ企業に 

属しており、グループ内各社の主業務を活用 

し、グループ企業による一体の運営管理を行っ 

たことで、高レベルの駐車場サービスの提供に 

繋げました。 

 

【委託・タイムズコミュニケーション（コンタクトセンター）】 

全国展開している当共同事業体が管理運営する時間貸駐車場に特化したコンタクトセンターでは、24

時間 365 日（令和７年４月１日から令和８年３月３１日）お客様の対応を行いました。 

 

 
 

【委託・駐車場スタッフ及び設備保守】 

第 1期指定管理期間に前指定管理者が委託していた市内中小企業（下記）へ継続して委託したこと

で、第 2期開始後も安定した運営を維持することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・配置体制 

各駐車場に責任者を配置するとともに、責任者不在時には責任者代理を配置できる体制を整備しまし

た。現地ヒアリングで、責任者に業務知識や対応が集中している実態が確認されたため、責任者代理

を担える人材を育成し、常に円滑な業務運営が可能な体制を構築しました。 

【第１期からの変更点】 

伊勢佐木長者町地下駐車場：繁忙日である月曜日に１名増員しました。 

山下町地下駐車場：休日に混雑するため増員しました。 
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・年間研修実績 
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令和 7年度研修・訓練の様子 

7 月実施：接客研修 

 

6 月実施：普通救命講習 

 

12 月実施：接客研修 

 

 

また、事故防止対策の観点から、タイムズサービス社員による入庫時対応の覆面調査を実施まし

た。調査は、令和 7年 6月から令和 8年 3月までの期間において、6駐車場を対象に計 33回実施

しました。 

調査実施時には、その場で対応内容を評価し、対象者へ具体的な改善依頼を行うとともに、調査

結果については報告資料として取りまとめ共有することで、人材育成に繋げています。 

当該取組を今後も継続することで、運用手順に対する理解の浸透が進み、改善が図れるものと考

えています。 

 

事故防止体制・緊急時(防犯)の対応 

・緊急事態発生時の連絡体制の構築 

大規模災害や事故発生に備えて各関係機関と連携を図り、万が一の際の緊密な連絡体制を構築しまし

た。また、駐車場内での緊急事態や自然災害および停電など、それぞれの事象ごとに想定事項を細か

いフローチャートで作成し、各担当者へ周知徹底しました 
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・緊急事態発生時の対応 

【機器不具合】53件（月次報告書記載件数） 

①機器不具合・トラブル

等の発生 

駐車場スタッフにて対応を実施しました。 

対応が困難な時には、コンタクトセンター（24 時間 365 日対応）へ連絡を入れていただきました。 

②コンタクトセンターに

よる対応 

グループ間で共有している本件駐車場の詳細情報を参照しながら、状況を的確に把握したうえで対応し

ました。解決しない場合には保守スタッフに対し現場への急行を指示しました。 

③現場急行・対応 
指示を受けた保守スタッフが現場へ急行し、ご利用者様の対応および不具合を解消しました。状況に合

わせ、各部署へ応援要請しました。 

④保守スタッフより情報

共有 

当該トラブルの内容及びご利用者様の対応について、コンタクトセンター及びタイムズサービス担当者

に報告しました。 

⑤グループ間の情報共有 コンタクトセンターより当共同事業体担当者へ連絡を行い、重要案件については、市に報告しました。 

 

【機械式駐車設備不具合】36件（月次報告書記載件数） 

①機械不具合・ 

トラブル等の発生 

駐車場スタッフで解消が困難な場合は機械式メーカーへ連絡し、状況報告の上復旧操作指示を仰ぎまし

た。メーカーによる即時対応が困難で出庫出来ない場合はその場でご利用者様にその旨お伝えし、コン

タクトセンターへ連絡入れて頂きました。 

②コンタクトセンター 

による対応 

機械式駐車設備の復旧に時間を要し出庫できない場合は、利用者へ状況説明を行うとともに、公共交通

機関の利用をお願いしました。また、復旧までの間に発生した公共交通機関利用料金や、出庫遅延に伴

い発生した駐車料金について、必要に応じて返金対応を行いました。 

③現場急行・対応 
機器メーカーにより不具合を解消しました。駐車場スタッフにより、経過報告〜復旧までを逐一当共同

事業体の担当者に報告しました。 

・安全管理への配慮 

利用状況に応じた安全対策を計画し実行しました。 

 

【事故防止策】 

令和 7年度は、事故発生時の初動対応及び正確な通報・報告の徹底を目的として、事故対応研修を実

施しました。研修は、令和 7年 12 月 9日、12 月 11 日、12 月 12 日、１月 23 日の計４回、馬車道地下

駐車場会議室にて実施し、地下駐車場勤務者等を対象に延べ 15 名が参加しました。 

研修では、負傷者の確認・救護、119 番及び 110 番への通報、二次災害防止、コンタクトセンター・

SV 等への連絡、現場記録及び事故報告書の作成について確認しました。 

また、人身事故、物損事故、車両同士の接触事故を想定した事例を用い、現場係員が事故発生時に冷

静かつ適切に対応できるよう、初動対応の判断基準と報告手順の理解向上を図りました。 

引き続き、巡回時の危険箇所確認、必要に応じた立入禁止措置や修繕対応を行うとともに、事故の未

然防止及び被害拡大防止に努めてまいります。 

また、当初計画にプラスし機械式駐車設備の安全対策の一環として、以下の設備面での改善を実施し

ました。 

・令和 7年 4月：6駐車場に安全確認ボードを導入 

・令和 8年 1月：4駐車場に安全確認ボタンを設置 

 これらの取組は、利用者との相互確認を促すことで、閉じ込め 

事故や接触事故の未然防止につながるものであり、現場における 

安全意識の向上にも寄与しています。 
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【犯罪抑制対策】 

場内に侵入者や不法投棄等の犯罪を抑制するサインを掲げ注意

を促し、「この駐車場は徹底管理されている」という印象を持た

せ、且つ、駐車場スタッフによる場内巡回を行うことで、犯罪

を未然に防ぎました。さらに現場責任者は、安全管理、防災訓

練等の教育を修了しており、ご利用者様の安心感と犯罪抑止効

果を高め、緊急時の即時対応を可能としました。  

 

【わかりやすいサイン、案内、誘導サイン】 

識別しやすく、統⼀性のあるサイン整備を⾏い、ご利⽤者様が
安全かつ円滑に本件駐⾞場を利⽤できるよう誘導しました。 

あわせて、主要な案内サインには英語表記を加え、外国⼈利⽤
者にも分かりやすい案内となるよう対応しました。これによ
り、場内での導線や利⽤⽅法の理解を促し、誤進⼊や利⽤時の
迷いの軽減に努めました。  

 

【清掃／定期巡回の徹底】 

場内清掃等の環境整備を徹底しました。これにより、ご利用者様にとって気持の良い「清潔な駐車

場」を維持し、「管理が徹底されている駐車場」であることで、防犯対策に繋げています。 

また、駐車場スタッフにて日々定期巡回を行い、事件・事故等の発生となる原因の早期発見に努めま

した。燃えやすいゴミの放置や、また管理用備品などを屋外に置かないようチェックし火災を未然に

防ぎました。 

 

【緊急時対応（24 時間対応）】 

緊急時における初動対応及び通報・報告手順の確認を目的として、令和 7年 12 月 9日、12 月 11 日、

12 月 12 日、１月 23 日の計４回、事故対応研修を実施し、地下駐車場勤務者を対象に延べ 15 名が参加

しました。 

また、万が一緊急の事態が発生した場合には、24 時間体制のコンタクトセンターと駐車場スタッフが

連携し、通報・連絡・現地確認等の一次対応を速やかに行える体制としています。設備不具合等が発

生した際には、関係先へ連絡のうえ、必要に応じて保守会社による現地対応を手配し、早期復旧に努

めています。 

引き続き、緊急時の連絡体制や現場での初動対応について、教育・周知を継続し、不測の事態に備え

てまいります。 

 

【ご利用者様に親しまれる駐車場運営】 

ご利用者様及び地域の皆様に親しまれるサービス（場内の明るさ、清潔さ、設備の適切な維持管理、

利用しやすい料金体系、精算方法のわかりやすさ）の提供を実践しました。また、サービス向上のた

めの方策を実施したことで、平等な利用の確保を実現しました。ご利用者様へ向けた接客業としての

高い意識を日々心がけ業務にあたりました。現地での業務においてもこの姿勢を変えることなく、真

摯にサービスの提供に努めました。 
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【長期・不正車両への対策】 

福富町西公園地下駐車場、馬車道地下駐車場、伊勢佐木長者町地下駐車場において、条例で禁止され

ている長期駐車が疑われる車両を 8 件確認しました。管理パソコンによる入庫履歴確認や現地巡回に

より状況を把握し、警告文掲示や関係部署への報告等を実施しました。特に機械式区画の車両につい

ては、入庫記録及び写真記録を用いて対応を行い、長期駐車の抑止及び是正に努めました。 

 

【キャッシュレス決済の推進】 

クレジットカード（VISA・Master・JCB・Diners・AMEX）決済及び交通系 IC カード、各種電子マネー

（iD、QUICPay、WAON、NANACO、楽天 edy）決済対応を可能としたことにより、多額の現金紛失や盗難

リスクを軽減しました。 

 

・最小限の現金設置の実現による現金管理リスクの排除 

【定期券・回数券の WEB 販売】 

定期券の現地受付による契約を廃止し、Webのみによる販売とすること

で、駐車場スタッフの業務効率化に繋げ、現地金庫での金券管理や高額な

金銭保管による盗難のリスクを回避しました。 

回数券は 6駐車場全てで使用可能な「共通券」としたことで、都度利用

目的に合わせた駐車場を選択いただけることで利便性が向上するととも

に、リピーター獲得の他、駐車場運営をさらに良いものへ改善しました。 

※場内には Webサイトの URLを記載したサインを掲示しました。 
 

上記施策により、６駐車場あわせて年間 170百万の現金のやりとりが解消されました。 

 

【バイク駐車場の手書き駐車券の廃止】 

バイクが駐車可能な山下町駐車場および馬車道地下駐車場において、 

従来の手書きによる駐車券の運用を廃止し、入場時刻・入場番号を 

自動印字する機器（右図）を導入しました。 

また、当該機器は利用履歴をログとして記録できるため、 

料金計算や券発行に伴うヒューマンエラーの削減を図りました。 

 

・自然災害発生等に対する危機管理 

【有事の対応】 

火災：予め事業所自衛消防隊を編成しました。 

事故：令和 7年度は、駐車場内における車両接触事故や設備損傷事案等について、計 4件の対応を実

施しました。主な事例として、車両と場内構造物との接触事案、機械式駐車設備利用時の車両損傷申

告事案、利用者車両による設備破損事案等が発生しました。各事案については、お客様サポート部と

連携し、現地確認、監視カメラ映像の確認、設備点検及び関係者への聞き取りを実施したうえで、事

故原因の調査及び利用者対応を行いました。また、利用者車両による設備破損事案については、修繕

及び原状復旧まで対応を実施しました。今後も関係部署と連携し、迅速な事実確認と適切な利用者対

応を行うとともに、事故の未然防止及び再発防止に努めてまいります。 
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【水害対策の強化】 

本件駐車場は地下に設置されていることから冠水リスクが高く人命・資産を守る観点から水害対策は

最重要と考え、災害対策には最も力を入れました。（特に昨今の温暖化による夏場の水害（集中豪雨・

台風）対策は重要です。）本件駐車場においても培った経験・ノウハウを基に年に１回災害訓練を実施

しました。災害に対する意識向上を行い、災害時により迅速・的確に対応できる体制を構築しまし

た。 

また、四日市市で発生した地下駐車場の浸水事故を受け、地下駐車場における水害時の初動対応、閉

鎖判断、避難誘導及び関係者間の連絡体制について、より実効性のある対応が取れるよう整理を進め

ています。特に伊勢佐木長者町地下駐車場については、降雨予測、警報発令、浸水のおそれ、入庫閉

鎖、完全閉鎖、避難、体制解除までの各段階における対応内容や関係者の役割分担について、タイム

ライン形式で整理を行っています。 

 

令和 7年度災害訓練・防潮板設置訓練の様子 

馬車道地下駐車場 

 

ポートサイド地下駐車場 

 

伊勢佐木長者町地下駐車場 

 

 

現状の排水溝の流れに関して最も注意すべき点であり、災害発生時には甚大な被害にもつながること

となるため、提案のとおり「地上側溝満水検知装置設置」を令和７年１２月から令和８年１月の期間

でポートサイド地下駐車場、馬車道地下駐車場、日本大通り地下駐車場、伊勢佐木長者町地下駐車

場、福富町西公園地下駐車場に設置しました。特定の冠水状況を把握するとアラートが鳴り、迅速に

降水状況を把握することが出来るようになりました。あわせて、現状の実態に即した水害対策の連絡

体制についても、訓練結果やタイムライン整理の内容を踏まえながら見直しを進めています。 

 

  

 

地上スロープ側溝内に設置 側溝内のセンサー 事務所に設置の受信警報器 
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【災害用自販機の設置】 

提案のとおり、令和７年４⽉に設置しました。 
ポートサイド地下駐⾞場 1 台 

伊勢佐⽊⻑者町地下駐⾞場 1 台 

⽇本⼤通り地下駐⾞場 2 台 

⾺⾞道地下駐⾞場 1 台 
 

 

 

【避難場所の提示】 

各駐⾞場には、既に駐⾞場周辺マップが掲⽰されており、周
辺施設や避難場所等を確認できる状態となっていたため、当該
マップを避難場所案内として活⽤しました。 

今後も、災害発⽣時に利⽤者及び従業員が避難場所を確認で
きるよう、掲⽰状況を定期的に確認し、必要に応じて内容の更
新や掲⽰位置の⾒直しを⾏ってまいります。  

 

【AEDの設置】 

令和 7年 4月に、地下 6駐車場すべてに AEDを設置しまし

た。これにより、利用者や従業員に急病・事故等が発生した

際、救急隊到着までの初動対応を迅速に行える体制を整備しま

した。今後も、AEDの設置場所の周知や適切な管理を行い、緊

急時に速やかに活用できる環境を維持し、施設の安全性向上に

努めてまいります。  

 

【備蓄品の保管】 

災害発生時や交通機関の停止等により、利用者及び従業員が

一時的に施設内で待機する場合に備え、食料品及び保存水を各

駐車場に保管しました。 

これにより、緊急時における一時待機対応や、従業員の初動

対応継続に必要な物品を確保し、災害時の安全確保体制の強化

を図りました。今後も賞味期限や保管状況を定期的に確認し、

適切に管理してまいります。  

 

・待機スペースの確保 

災害時に交通機関の停止等により帰宅困難者やボランティア関係者等が発生した場合に備え、各駐車

場に対し、ロビーや待合スペース、会議室等を一時待機スペースとして活用できる考え方を周知しま

した。あわせて、管理事務所、従業員休憩室、倉庫、機械室等は管理上・安全上の観点から使用不可

とするなど、施設内での使用可能範囲を明確化し、災害時に支障のない範囲で協力できる体制づくり

を進めました。 
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利用者のニーズ・要望・苦情への対応 

・苦情対応 

一次対応は駐車場スタッフにて実施し迅速に解決しました（月次報告ベースで 21件）。駐車場スタッ

フ以外では、24 時間 365 日通話可能な総合応対窓口コンタクトセンターにて対応しました（21件）。

コンタクトセンターで解決の図れない補償問題や重度な苦情（4件）については、ご利用者様１人に対

して選任担当（お客様サポート部にて苦情・保証対応に特化した研修を受けた社員）を選定し対応し

ました。 

また、トラブルは時間が掛かればかかるほど問題が大きくなる傾向があるため、グループ企業間で連

携を行い、素早く対処する体制を整えました。 

【対応フロー】 

 

・アンケートの実施 

ご利用者様のサービス向上を目的としたアンケートについて、2026 年 3 月 6日～3 月 29日の期間で、

駐車場ごとに 4日間実施し、目標であった 120名を大幅に上回る 925 名のお客様からご回答頂けまし

た。（対面でのアンケート実施） 

・ポートサイド地下駐車場：158名・伊勢佐木長者町地下駐車場：184 名 

・山下町地下駐車場：126 名・日本大通り地下駐車場：160名 

・馬車道地下駐車場：134 名・福富町西公園地下駐車場：163 名 

＜主な改善要望＞ 

・場内がわかりにくい 

・入口がわかりにくい、駐車場内の地図がもっと欲しい、ＥＶの場所がわかりにくいなど 

・現地管理人評価（有人で安心できる、対応がとても良いとの回答、数件対応が悪いとの回答） 

 

・横浜市中小企業振興基本条例を踏まえた市内中小企業の活用 

中小企業の振興に関する施策を当共同事業体でも推進し、横浜市内経済の発展及び市民生活の向上に

寄与する取り組みを実施しました 

【有人業務、場内設備保守業務等委託先】 

市内中小企業様を積極的に採用しました。（発注金額：293,181,934 円（税別）） 

【自販機ベンダー機発注先】 

市内業者に発注しました。（発注金額：3,000千円（税別）） 

【備品調達（市外企業に発注）】 

前事業者から引き継ぎがなかった飲料水及び保存食について調達を行いました。市内事業者からの調

達も検討しましたが、必要とする仕様・数量に達した商品が見当たらなかった事から市外企業を通じ

て購入しました。 

お客様サポート部 
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利用者サービスの向上・利用促進策 

・駐車場利便性 

全駐車場の機器メーカーを統一させ、ご利用者様へのサービス向上及び管理体制の効率化を図りまし

た。 

 

駐車場 

精算機 決済方法 

改造 入替 電子ﾏﾈｰ ｸﾚｼﾞｯﾄ 現金(高額) その他※ 

ポートサイド地下駐車場 ○  ○ ○ ○ ○ 

伊勢佐木地下駐車場 ○  ○ ○ ○ ○ 

日本大通り地下駐車場 ○  ○ ○ ○ ○ 

馬車道地下駐車場 ○  ○ ○ ○ ○ 

福富町地下駐車場 ○  ○ ○ ○ ○ 

山下町地下駐車場  ○ ○ ○ ○ ○ 

 

【キャッシュレス決済】（再掲） 

以下決済を可能にしました。 

電子マネー Suica、PASMO、iD、QUICPay、WAON、NANACO、楽天 edy 

クレジットカード VISA・Master・JCB・Diners・AMEX※ＥＭＶ対応 

現金 硬貨及び紙幣（5千円・1万円札他、新紙幣、新硬貨も対応可能です。） 

その他 法人カード、回数券、優待券 

 

【バイクご利用者様の料金徴収】（再掲） 

管理室にレジを導入し、発券及び精算を管理室で行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

【法人カード】 

当共同事業体の運営駐車場の駐車料金をキャッシュレスで精算いただける法人専

用の駐車料金決済カードです。金銭を投入する手間が無くなるため時間短縮にも

繋がり、請求書には詳細が記載され、利用状況を把握することが出来ます。駐車

場をご利用いただく法人ユーザー様の煩雑さを解消し、快適で安心なクルマ利用

をお手伝いいたします。本件駐車場周辺にある法人をターゲットに勧誘活動を行

いました。 

社数：65 社（書面、メール） 

条件：山下町地下駐車場、馬車道地下駐車場半径 500m 圏内タイムズ駐車場の利用回数上位の法人 
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【自社オンラインネットワークシステム】 

精算機に伝送器を設置し、全国の駐車場と情報センターを無線ネットワークで結ぶび、運営・管理の

効率化やご利用者様へのサービス充実による集客力の向上を可能にした独自のシステムインフラを導

入しました。 

当システムから吸い上げたデータを精査し、貴市へ提出する売上報告書を作成しました。 

 

【定期券・回数券販売】（再掲） 

定期券の現地受付による契約を廃止し、Webのみによる販売とすることで、駐車場スタッフの業務効率

化に繋げ、現地金庫での金券管理や高額な金銭保管による盗難のリスクを回避しました。 

 

・観光振興 

【ポイント会員カード】 

精算時、駐車料金ごとにポイントが貯まる個人向け会員ポイントカードです。

駐車場に停めるだけで、ポイントが貯まり、様々な賞品と交換できるとてもお

得な会員カードになります。全国随一の駐車場会員規模を有する会員向けに、

メールマガジン配信で駐車場周辺におけるイベント・キャンペーン情報や本件

駐車場情報を PRしました。 

 

【ポイント会員サイトによる本件エリアへの送客】 

ポイント会員サイトでは、当共同事業体の駐車場と提携している全国のお店・お宿・おでかけスポッ

ト等の施設を掲載しております。会員様は本サイト上に掲載された施設を利用する際につかえるお得

なクーポン、割引サービスがあるほか、特別なプレゼントをもらうことができます。 

＜行ってみようたのしい街サイトによる宣伝＞ 

当共同事業体のスタッフが実際に現地の観光スポットを取材し、体験レポー

トを掲載しております。ドライバーにとって有益なドライブ情報が多く掲載

されているため、情報誌感覚で観光地を探すことができます。 

 

＜横浜エリア特設サイト＞。 

本件駐車場エリアを中心とした特設サイトを令和７年１２月に新たに作成しました。横浜中華街・関

内エリアでは既に特設サイトを設け、駐車場情報だけでなく、おすすめスポットの紹介もしておりま

す。また、特設サイト内から満空情報サイトにリンクし駐車場からのモデルルートもご提案し、来街

者が「行きたくなる」観光地のご紹介、「どう行けばよいかすぐ分かる」わかりやすいご案内、更に

「駐車場情報も獲得できる」満車時を避けることが出来る駐車場利用といった、横浜市の魅力を駐車

場から発信できる情報サイトとして展開しました。 
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【満空情報サイト】 

独自の満空情報配信サイトです。 

PC、スマホでリアルタイムの満空情報が確認できます。 

 

 

 

 

・看板リニューアル 

各駐車場の看板を令和７年４月にリニューアルしました 

   

 

・トイレリニューアル 

馬車道地下駐車場の和式トイレを令和７年 12 月に 

洋式トイレにリニューアルしました。 

 

 

 

 

 

 

エリアマネジメント 

当共同事業体が管理運営する大型駐車場も多く存在している為、 

大型駐車場と連携しました。駐車場に入る手前に「誘導サイン」を設置 

し、下記の表の通り、貴市、来街者、施設に対しそれぞれメリットを発揮 

させました。 

 

 

 

 

  

満空情報 



 14 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 15 

 
 
 



 16 

 

 
令和７年度の収入額は計画比で約 91％の水準となり、大幅に未達となりました。 
支出については、計画比で 97％の水準となりました。 

 令和７年度の収支実績は536,551,964円となり、貴市に対する追加納付金は発生しませんでした。 
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